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微細藻は材料創製の分野では
これまでまったくといってよ
いほど注目されてきませんで
したが、実はさまざまな魅力
的な素材を提供することがで
きます。今回の記事で紹介し
ましたように、微細藻を使っ
た材料開発（藻類工学とでも
いうべきか）を産総研発の新
しいものづくり手法として確
立できれば、と考えています。

シが細胞内に大量に産生する物質で、加水分解
することにより長鎖脂肪酸と高級アルコールと
なります。ミドリムシプラスチックの原料であ
るパラミロン誘導体は、パラミロンに長鎖脂肪
酸を有機合成の手法で付加したものです。パラ
ミロン誘導体から射出成形法でミドリムシプラ
スチックをつくりました（図）。その構造上の大
きな特徴はミドリムシ由来成分が70 ％にもな
りうることです。

ミドリムシプラスチックの各種物性測定を
行ったところ、衝撃強度などについては改善の
余地があるものの、熱可塑性についてはこれま
でのバイオプラスチック（ポリ乳酸やナイロン
11）や可塑剤を添加した酢酸セルロース、石油
由来のABS樹脂と同等レベルでした。熱可塑
性が高いことはプラスチックとして成形加工し
やすいことを意味します。また耐熱性について
は、これらのプラスチックよりも優れているこ
とがわかりました。

今後の予定
今後はミドリムシプラスチックの物性と構造

の詳細な関係を明らかにし、さらに高い耐熱性
や強度などの優れた実用特性を目指し、分子設
計を推し進めていく予定です。

ミドリムシプラスチックの開発
ミドリムシ由来成分が約70 %を占める

プラスチック生産の現状と課題
現在使われているプラスチックの多くは石油

由来のモノマー＊を原料としてつくられていま
す。一方、植物や微生物に由来する物質を原料
とするバイオプラスチックの開発も盛んに行わ
れています。これらの多くは生分解性を大きな
特徴とし、すでに実用化されているものもあり
ます。しかし石油系プラスチックの多岐にわた
る用途に比べてバイオプラスチックのそれはか
なり限定的です。新たなバイオプラスチックの
開発のためには、これまで着目されていなかっ
た天然物を原料とすることが一つの有効な手段
です。

ミドリムシプラスチックの開発
バイオプラスチックの新たな原料として、ミ

ドリムシから抽出される成分のパラミロンと
ワックスエステルに着目しました。ミドリムシ
は分類学上、動物でもありまた植物でもありま
す。光合成により二酸化炭素と太陽光と水だ
けで増殖することもでき、また食品工場からの
排水などを栄養源として増殖することもできま
す。パラミロンはミドリムシが産生する多糖（β
-1,3-グルカン）で、グルコースが多数連なった
天然高分子です。ワックスエステルもミドリム
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＊モノマー：ポリマー（高分
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ミドリムシからミドリムシプラスチックへの製造工程
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